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バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業/
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事業概要

1. 期間
開始 ：２０１７年１月
終了（予定）：２０２０年３月

2. 最終目標
・本事業では隣接する竹を原料とした竹加工工場に1MW級発電規模を有するORC熱電
併給設備を併設することで、FITに頼らないエネルギーの自立を実証し、地産地消モデ
ルとすることを目指している。
・竹を有効利用したバイオマスORC熱電併給設備としては国内最大級となる。本事業で
は、熱需要の大きい竹加工工場への熱供給を通じてORCの特徴である高い熱供給効
率を活かしながら長期運転実績を積み、安全性を実証する。

3.成果・進捗概要
・2018年6月より建屋建築工事及びバイオマス熱電併給設備の設置工事を実施し、
2019年1月から試運転を実施、2019年4月に試運転完了を以って、設備の引き渡しを

受けた。現在は設備の負荷運転（定格負荷、低負荷など）や、原料投入割合について
それぞれ運転条件を変更しながら、効率的な運転方法の確立を行うべく実証運転を
実施している。
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会社概要

● 商 号 バンブーエナジー株式会社

● 所在地 熊本県玉名郡南関町下坂下４６６８番地６

● 設 立 ２０１５年１０月１５日

● 連絡先 電話番号 ０９６８－５３－８８９９
ＦＡＸ番号 ０９６８－５３－８９００

● 資本金 ２億２千万円（資本準備金含む）

● 代表者 代表取締役 岡田 久幸

● 役 員 取締役 丸本 文紀
取締役 山田 浩之
取締役 吉田 功治
監査役 岡田 猛

● 主要株主 バンブーホールディングス株式会社 関西電力株式会社
その他 協力会社

● 事業内容 ＊太陽光、バイオマス等の再生可能エネルギーを利用した発電事業及び関連事業
＊発電事業等に関する施設の管理運営
＊太陽光、バイオマス等の再生可能エネルギーを利用した電力・熱・冷熱・燃焼灰等の販売
＊太陽光、バイオマス等の再生可能エネルギーに関する調査、研究及び情報提供
＊木質バイオマスの一次加工及び販売
＊前各号に係るコンサルティング業務
＊前各号に附帯又は関連する一切の業務
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バンブーフロンティア事業 全体概要
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＜原料の安定調達＞ ＜エネルギー利用＞＜エネルギー変換＞

①原料調達の工夫
・地域課題の竹を利用
・残材等を燃料利用

②エネルギー変換の工夫
・マテリアル工場熱需要に最適化
・熱電併給による高効率化

③エネルギー利用の工夫
・安定した熱需要先

④システム全体の工夫
・需要側の要求に即した熱供給と同時に単価の高い電力を併給し、総合ｴﾈﾙｷﾞｰ効率を上げつつ経済的にｴﾈﾙｷﾞｰを供給
・安定した原材料調達システムの確立と、隣接したエネルギー需要工場への供給

バイオマス利用
バイオマス燃焼炉 ORC熱電併給設備

総合エネルギー効率
約70％（熱60%+電力10%）

バンブーマテリアル(株)
【竹加工工場】

・建材等の製品製造

BamWood

ナンカンボード

・竹、バークの収集体制

バンブーフロンティア(株)
【原料供給】

バンブーエナジー(株)
【エネルギー供給】

熱・電力

竹・バーク

竹チップ 竹・杉チップ（製品原料）杉チップ

・燃焼用原料供給
(製品原料に向かないもの等)

・マテリアル製品原料

熱・電力

原料調達からエネルギー利用までの工夫

竹チップ 杉バーク

・一次加工(チップ化、分別等)

町民からの竹持込購入

前線基地からの購入

広域連携による収集システム

安定した原料調達体制 隣接した熱需要先
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バイオマス原料の調達について
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安定的な竹材原料調達の為の
竹林所有者との協定
例）南関町管内竹林面積：300ha締結済

原料調達計画

竹：20,000t/年（内燃料分：6,500t/年）

バーク：21,000t/年

竹林面積の確保

バンブーフロンティア株式会社の伐採収集システム
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年度
研究開発項目

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

１．実証試験準備
・基本設計
・詳細設計
・装置の製作
・輸送・据付
・試運転

２．実証運転
・原料調達
・変換技術の検証
・利用についての検証
・システム全体の検証

工場完成図

バイオマス燃焼炉 ORC発電設備

事業実施スケジュール

7/22



２０１８年度からの事業実施内容
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設備の全景図

原料投入ｳｫｰｷﾝｸﾞﾌﾛｱ バイオマス燃焼炉 ORC熱電併給設備棟

主燃料：竹30%＋バーク70%
水分率：30%～60%
投入量：3.68t/h
発生熱出力量：7,815kW
・ORC熱電併給設備供給量：5,015kW
・熱媒油供給量：2,800kW

熱源：熱媒油
発電方式：オーガニックランキンサイクル方式
入力熱量：5,015kW
発電量：995kW
温水発生量：3,995kW

投入条件
竹：バーク＝30%：70%
含水率
竹：40%程度
バーク：55%程度
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原料投入～エネルギー供給の流れ

原料投入ウォーキングフロア 原料投入エプロンコンベア バイオマス燃焼炉

ボイラー

・燃焼温度：950℃
・原料燃焼量：3.68t/h

燃焼灰排出

・炉床灰：624t/年
・飛灰：231t/年

・貯蔵量：約24時間分
・混合率：竹30%：バーク70%

ORC熱電併給設備

①発電用熱媒油：5,015kW
②工場用熱媒油：2,800kW

①発電電力：995kW
②温水発生量：3,995kW温水の販売

燃焼灰の有効活用

①

②①

②

燃焼に合わせ自動運転
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投入風景

投入状況

炉床灰

飛灰

原料投入と燃焼灰
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原料投入量と灰排出量
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原料含水率（ストックヤードでのサンプリング）

13/22

0

10

20

30

40

50

60

70

5/20 5/21 5/22 5/23 5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31

湿
度

・
含
水
率
（
％
）

バーク含水率 竹含水率

＜含水率平均値＞（設計値）
バーク：45.6％ （55%）
竹 ：23.9％ （40%）



0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

熱
量
（

kW
）

5/24 5/25 5/26

工場用熱媒油平均熱量：2,572kW

工場熱供給ボイラー熱量

14/22

0:00 12:00 0:00 12:00 0:00 12:00 0:00



0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

熱
量

・
発
電
機
出
力
（

kW
）

5/24 5/25 5/26

発電用熱媒油平均熱量：5,602kW

平均発電電力：968kW

0:00 12:00 0:00 12:00 0:00 12:00 0:00

発電用熱媒熱量と発電電力

15/22



実証事業における研究開発項目

バイオマスORC熱電併給設備導入・運転・安全指針の確立

1MW級のバイオマスによるORC熱電併給設備としては日本で最初の事例となる。実証試験で運転・維持管理手法を確立し、
BTGとの比較で安全性の検証する。今後の国内規制緩和のモデルとなる指針を作成する。

温水利用効果の検証と利用先の拡大

実証開始当初はORC熱電併給設備から製造される温水の利用先を摸索し、エネルギー工場の採算性をさらに向上させる。

原料ヤードロードヒーティングによる原料乾燥効果とそれによる竹加工工場・エネルギー工場の

原単位削減効果の検証
生材で入荷する原料をロードヒーティングで予熱乾燥することで、竹加工工場の乾燥原単位の低減、バンブーエナジーの使用
原料バイオマスの削減を図り、事業採算性をさらに向上させる。

EMS（エネルギーマネジメントシステム）の導入

バイオマスエネルギーを最大限活用するためEMSを導入し、エネルギー使用量の時点管理を行うことで、エネルギー供給先
である竹加工工場の設備運用におけるバイオマスエネルギー利用の最適化を図る。

実証運転データの蓄積によるバイオマス原料調達、供給エネルギー量の検証
設備建設後、実証運転データを蓄積することにより、バイオマス原料調達の確認及び竹とバークの最適な燃焼割合を検証す
る。また、EMSによる管理データを基に最適なエネルギー供給量を検証する。
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実証試験項目とスケジュール
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•電力出力

•熱媒油出力低出力運転

•バークと竹割合変更

•竹枝葉、加工端材混焼原料投入割合変更

•温水利用設備誘致、建設

•操業、最適化温水利用

•農業利用（肥料、土壌改良、防疫剤）

•土建利用（路盤材、壁材、塗料）燃焼灰活用

2019年度 2020年度



ORC熱電併給設備導入・運転・安全指針の確立

設備の監視・制御遠隔地からの監視・運転制御

本事業で導入するORCシステムはメンテナスフリーで、無人運転がで
きることが特徴である

国内では発電規模７００ｋＷ以上のＯＲＣ設備が存在しない為、既存
の電気事業法が適用される

無人運転は不可能となり、ランニングコスト等が欧州の１．５倍

実績を積み安全性を実証したうえで、将来的に無人運転による運用
の確立を目標とする。規制緩和への道筋

NEDO・関電・委員会と連携

ヨーロッパでは
３００機以上の稼働実績あり
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原料の保管状況
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【燃料用バーク】 【建材用竹チップ】



温水利用案
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【農事用ハウス】

【温浴施設】【養殖施設】

【乾燥設備】

温水80℃



ＥＭＳ（エネルギーマネジメントシステム）の導入
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オペレータ

ＥＭＳ
運転計画

・制御

目的に合わせてデータを解析

電力会社

熱供給

電力供給

燃料投入 データ収集



●オーストリア燃焼炉メーカーの過去最大サイズの燃焼炉となることから、テスト
プラントでの燃焼試験結果を基に、最大限にエネルギー供給ができる運転方
法を確立する。（各種燃料組合せよる安定燃焼）

●エネルギー供給先の竹加工工場が当初は２４時間運転ではなく日中のみの運
転となることから竹加工工場の運転に合わせた運用となることから効率的な
運転方法の検討する。（熱・電力の最適供給）

●原料の含水率が高すぎると炉内での失火が懸念されることから、原料のストッ
ク方法について検討する。（含水率管理と乾燥）

●ORC熱電併給設備から発生する温水利用先の更なる供給先検討を行う。
（事業採算性の向上）

●日本の電気事業法では遠隔監視による無人運転はできないことから、有資格
者及び運転要員の確保を行う。（人材確保と規制緩和）

今後の課題

22/22


